






















































































































について論述し、 『共感の原則」とは別に、あらたに f[百l情の原WIJ を打ち立てていて説得的である。第
ご辛から第四章の成果は、本論文の中でもとりわけ圧巻と言える。
第冗正義は、一般に推量の助動詞と呼ばれる「だろうj について、詳細な分析を行って、これを「推量」
『唯
との情報の違Lい、叫カか、ら「事実確認Jと「推量確認Jという新たな観点点、を導入して論じた点、従来あまり注意
が向けられなかつた段落末での r-と言つていいだだ‘ろうJ r-と考えてもいいだろう」の表現にも着目し
てボライトネスの観I点F史、カか、ら意意、昧づけを行つた点などが高く日評平価される。
第六章は、 「らしい」と「ょうだjの開法の検討を通して、話し手の事実を推論する『らしい」の使用
と事態の現状の描写に重点をおいて推論する「ょうだjの使用とを論じてその相違を具体的に明らかにし
ており、方法論的にも注意され、 「ょうだJに伝聞の用法がなく「らしい」に推量・伝聞の用法ーがあるこ
とも指摘して注意されるが、ただ、その結論に間違いがないとしても、部分的には説明不足のところもあ
って惜しまれる。
第七主義は、|司じ様態の助動詞といわれる「そうだ」と「ょうだ」を比較検討し、前接する語が動作動詞
の場合と状態動詞または形容詞の場合とにわけて|山j泊の在りょうを眺め、事象発生のI勾さや未確認か確認、
?、?「 、??
済みかを基準に両語の用法の違いを論じて妥当な結論へと導いている。
本論文は、常日ごろ使用している日本人にはかえって思いつかない着想と筆者自身の鋭敏な言語感覚が
備わっており、あるいは中国での英語の教師としての実績もあって、言語の分析は行き届いたものとなっ
ている。しかも、平成12年12月に国語審議会が、従来、敬語という範鴫の中に尊敬語・謙譲語そして丁寧
語という三つの分類をはどこしてきたものを、あらたに「敬意表現j として捉え直す必要性をうち出した
が、日本におけるかかる研究がようやく緒につきはじめたこの時期に、本論は、部分的に世に問うてまと
めるというかたちを敢えてとらず、大きく西欧の言語と比較しつつその体系化をはかるべくまとめられた
ものであって、本論は、その意味からも評価される。
仮説に対する論証hi去や部分的に吏なる掘り下げが必要であること、また第l部と第H部との論述の中
で、両者が本論以上に更に有機的に論じられることが望まれることなど、今後の精進によって論の進展が
期待されるところがあるけれども、総じて現代日本語における研究分野に新しい切り口を提示し、事象を
生き生きと叙述して体系化へと向かった本論の成果は、そうした短所を補うに余りあるものがあると言え
る。
以kの所見により、本論文は大阪市立大学博土(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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